
保護者等向け　放課後等デイサービス評価表
公表日：2026年3月27日

事業所名：放課後等デイサービス　児童発達支援・放課後等デイサービス くるむ 対象人数（保護者）39人　回答者数 39人　回収 100%

チェック項目 はい どちらともいえない いいえ わからない ご意見 ご意見を踏まえた対応

環境・体制整備 1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 32 5 2
法律で定められた広さ以上のスペースを備え

ている事業所です。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 31 3 5 他に利用しているデイよりも先生方が多いと感じています。
児童２人につき１人の支援者をおくように配

置するように努めています。

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境（※1）になっていると思いますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や情報伝達等へ

の配慮が適切になされていると思いますか。
35 3 1

事業所自体が２階に存在することでバリアフ

リーとは言えないと思っていますが、子ども

たちの安全面やわかりやすい空間を意識して

環境整備を行っています。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。 37 2

毎朝、清掃や消毒は必ず行っております。ま

た、汚れたと感じた時にはすぐに清掃するよ

うにしています。

適切な支援の提供 5 こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援が受けられていると思いますか。 37 2 色々な経験を積んだ先生方、専門性の高い先生方から支援を受けられています。
研修を受け、子どもを捉える眼を養ったり、

実践スキルの向上に努めたりしています。

6 事業所が公表している支援プログラム（※2）は、事業所の提供する支援内容と合っていると思いますか 。 35 2 2
HPにて公表しております。公表通りに活動や

実践を行っています。

7
こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分析された上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）（※3）が作成されていると思いま

すか。
38 1

事業所内個人面談や家庭訪問、送迎時の話な

どを受けて支援計画を作成しています。

8
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援 」で示

す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思いますか。
37 1 1

常に支援計画に基づいた対応をして頂き、具体的に連絡帳にも記載して頂いています。保護者に私自身も意識することができま

す。

その時々で、１番課題となるところに注目

し、相談支援員さんの作成されたサービス等

利用計画書をもとに具体的な支援内容を設定

しています。

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。 38 1
支援計画からさらに専門的支援目標を設定し

支援にあたっています。

10 事業所の活動プログラム（※4）が固定化されないよう工夫されていると思いますか。 28 7 4

子供の希望なども取り込んで頂いており、固定化されておらず、毎回自由に楽しめる工夫やご対応をして頂いています。

活動プログラムがなく、こどもがやりたいことに寄り添っていただいてるので、毎回似たようなことをしているかもしれません

…。

時間があるとき（子どもの下校時間が早いとき）は、外での活動も行ってくれる。

そもそも、特性として同じことに没頭するこ

とが多いうえ、固定することが悪いこととい

う捉えをしていません。同じことを繰り返す

中で子どもたちの学びを深めていけるような

支援を目指しています。

11 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会がありますか。 7 7 6 19

所属校などでそれぞれの居場所を確保されて

いますので、あえて事業所では他地域の子ど

もたちとの交流については企画していませ

ん。

保護者への説明等 12 事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明がありましたか。 36 1 1 1

事業所の基本的な考え方は、説明させていた

だいています。また、HUG上で運営規程など

は公開させていただいています。

13 「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされましたか。 36 2 1 アプリ上で確認させていただいてます。

保護者とお会いする機会には、その時々での

課題やニーズの聞き取りなどを行わせていた

だいています。気軽に電話など入れていただ

けるとありがたいです。

14 事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング（※5）等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われていますか。 33 4 2
ペアレントトレーニング参加させて頂きました。

専門家の先生もお越しいただき具体的な情報なども教えて頂きました。

今年度から年に２回のペアレントトレーニン

グを企画し、録画動画をYouTubeに上げさせ

ていただいています。

15 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況について共通理解ができていると思いますか。 39
連絡帳を通して詳しく知らせているつもりで

す。

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 39
細やかに普段から見ていただいているので、相談をしても丁寧に助言頂き、その相談事を継続してみていただけていると感じま

す。

個人面談や家庭訪問を企画させていただいて

います。

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 38 1 常に！
ご本人、ご家庭と共感的に援助ができるよう

に努めていきます。

18
父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだい向けのイベントの

開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けられるなど、きょうだいへの支援がされていますか。
8 10 7 14 ペアレントトレーニングなど開催して頂き、保護者の参加で、色々な思いなど聞かせて貰える機会もあります。

ニーズがあるのであれば企画していこうと思

いますが、あまり保護者からそのような希望

を聞いたことがありません。

19
こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されているとともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周知・説明され、相談や

申入れをした際に迅速かつ適切に対応されていますか。
35 2 2

常に相談に乗って頂いていますが、新たに時間を取り「いつでも」ご対応して頂ける旨も申し出てもらっています。

いつでも話してねと言っていただいている。

申し入れがあった場合には、管理者を中心と

し、迅速に行動に移せるような体制は整って

います。

20 こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると思いますか。 39 あらゆる方法でやり取りを十分にして頂いていると感じます。

連絡帳や保護者連絡にHUGアプリを導入した

ことで、個人的に情報伝達がかなりスムーズ

になったと考えています。

21 定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信されていますか。 35 1 3 すぐに発信していただいています。

個人情報の観点からなかなか公表できずにい

ますが、連絡帳に写真を入れることでより分

かりやすくお伝えできるようになったと思っ

ています。必要に応じて、所属校の担当の先

生方と連携をとらせていただくようにしてい

ます。自己評価の結果は所属校に公開はして

いません。ニーズがあれば公開できます。

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 36 3

HUGアプリの導入により個人情報の取り扱い

がますます留意されるようになりました。引

き続き大事にしていきたいところです。

非常時等の対応 23
事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていますか。また、発生を

想定した訓練が実施されていますか。
28 2 9

法律で決められた訓練は実施しています。マ

ニュアルに関しては公表できているものとで

きていないものがあります。今後、HUG内で

公開していきます。

24 事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練が行われていますか。 26 4 9 実際の消防局の訓練もあり本格的に取り組んで頂いています。
法律で決められた訓練は行っています。その

反省から避難や救出の確認を行っています。

25 事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか。 33 1 1 4
HUG活動記録にて公開させていただいていま

す。

26 事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。 34 2 3
怪我，事故はないですが、ちょっとした気づきも連絡くださり信頼できるところでもあります。

出血以上の怪我の際は、経緯報告書(記録)をいただけると安心できます

何か異変に気が付いたときには、ことの重要

性を考えながら対応をさせていただいていま

す。

満足度 27 こどもは安心感をもって通所していますか。 35 1 3 帰宅後の穏やかな様子で心が満足出来たのがわかります！
安心できる場所になれるように努めていきま

す。

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 32 3 1 3

いつも行く前日から「くるむ」と言い心待ちにしています。親としてもとても安心できています。

めちゃくちゃ楽しみにしてるし、くるむの先生の事を、信頼もしてます。

最近は、音がうるさいのがとても気になるみたいです。

（本人の思考の癖で）「今日は何もすることがないだろう」と思い込んでいるときが多く、そのようなときは気分が乗らない様子

（年齢的なものもあるのかもしれない）。

楽しんできてもらえるように、遊びや活動を

充実させていきます。

29 事業所の支援に満足していますか。 35 4 ものすごく満足しています。
満足度100％を目指し、子どもたち・ご家庭

と関わっていきます。

※1 「本人にわかりやすく構造化された環境」とは、こども本人がこの部屋で何をするのかがわかりやすいよう、机や本棚の配置などを工夫することです。

※2 「支援プログラム」とは、事業所における総合的な支援の推進と事業所が提供する支援の見える化を図るため、事業所で行われている取組等について示し、公表することが求められています。

※3 「放課後等デイサービス計画（個別支援計画）」は、放課後等デイサービスを利用する個々のこどもについて、その有する能力、置かれている環境や日常生活全般の状況に関するアセスメントを通じて、総合的な支援方針や支援目標及び達成時期、生活全般の質を向上させるための課題、支援の具体的内容、支援を提供する上での留意事項などを記載する計画のことです。これは、放課後等デイサービス事業所の児童発達支援管理責任者が作成し、保護者等への説明を行うとともに同意を得ることが義務付けられているものです。

※4 「活動プログラム」は、事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持って行われる個々の活動のことです。こどもの発達の状況や障害の特性等に応じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定されています。

※5 「ペアレント・トレーニング」は、保護者がこどもの障害の特性やその特性を踏まえたこどもへの関わり方を学ぶことにより、こどもの行動変容することを目標とします。


